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　１千年に及ぶ西洋中世はキリスト教を受容・発展させ、キリスト教的価
値観を社会のすみずみまで浸透させました。中世ヨーロッパの文化的・宗
教的連続性は近代を経て現代に及んでいます。私は広い意味で、西洋中世
の文学、思想史、文化史の学際的研究を行い、特に、中世のイギリスで使
用された言語である中英語、ラテン語、アングロ・ノルマン語で書かれた
宗教文学や中世末から初期ルネッサンスのキリスト教図像学を専門として
います。これまで、14－15世紀のイングランドに生きた女性、マージェリ
ー・ケンプについて研究し、彼女が学僧に口述筆記させた、英語による最
古の自伝The Book of Margery Kempeをロンドンの大英図書館に残る唯一
の15世紀写本をもとに論考し、University of Wales Pressから単著を刊行
しました（右上のブックカバーを参照）。現在は、文学研究においても文
化の多元性、多様性、流動性に目配りした視点の構築が必要と考え、研究
領域を広げ、中世末の宗教と医学の交差と接合を探り、文学作品、宗教書、
医学書の新たな読みを提示し、人間学的問題について研究しています。

　１．日本人は、政治、経済、社会、文化などのさまざまな領域で、良くも悪くも近代文明の中心であった西洋
を手本としてきました。西洋史のなかで中世の春と呼ばれる12世紀に活躍した神学者シャルトルのベルナルドゥ
スは、同時代に生きた人びとを「巨人の肩の上にのった小人」とたとえましたが、西洋の文化はユダヤ・キリス
ト教のみならず、ギリシャ・ローマの地中海文化、イスラム文化、ケルト、北方ゲルマン等の遺産に負っていま
す。ですから、西洋文明の基盤が形成された中世の歴史や文学・文化について学ぶことは、グローバル化する現
代の宗教、社会、文化の諸問題に対する鋭い感覚と公平で寛容な視座を養う助けとなると考えます。
　２．私は３人の子供を育てながらアメリカやイギリスで学び、大学教員となりました。振り返ると、育児と研
究の両立は困難の連続で、時には綱渡りのような経験もしましたが、「子供はいのち、仕事は生きがい」を支え
に歩んできました。子育て中の研究者の方々には、人生の真昼の時間を大切に、忍耐強く進んでほしいと思います。
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